
第七次看護職員需給見通 じ (暫定版)常勤換算

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。

資料2

(単位 :人 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

向 要 見 通 じ 1,405,100 1,430,200 1,454,800 1,477,700 1,500,000

① 病    院 900,500 920,000 937,800 952,700 966,200

② 診  療  所 232,300 234,800 237,300 239,700 242,50C

③ 助  産  所 2,300 2,300 2,400 2,400 2,400

護

ン

看

シ

間

一テ

訪

ス
一④ 28,400 29,600 30,800 31,900 33,100

(5)介 護 保 険 関 係 152.600 154,000 156,000 159,600 163,300

161掌窒響賞管ろを篠7) 19,600 20,300 20,900 21,500 22,00C

の写∫養
自Ъ嘉 17,600 17,700 17,700 17,800 17,900

③ 保健F~f・ 市町村 37,500 37,600 37.800 38,000 38,200

19)事業所、研究機関等 13.800 14,000 14,100 14,300 14,400

供 給 見 通 し 1,348,800 1,378,900 1,411,600 |,446,700 1,484,600

1)年 当初就業者数 1,321,900 1,348,80C 1,379,000 1,411,600 1,446,70C

2)新 卒就業者数 49,500 50,600 51,400 52,500 52,900

③ 再 就 業 者 数 121,000 124,200 127.700 130,900 135,300

の撮
職
ち|こ

よ
象 143,500 i44,700 146,500 148,300 150,300

需要見通 しと供給見通 しの差 56,300 51,200 43,200 31,000 15,400

99.0%(供給見通 し/需要見通 し) 96.0% 96 496 97.0% 97 9%



参考 第七次看護職員需給見通 し (暫定版)実人員
(単位 :人 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

需 要 見 通 し 1,541,500 1,570,200 1,598,100 1,624,000 1,649,900

①病    院 939,100 9591400 978,700 994,400 1,009,500

②診  療  所 280,800 284,000 287,100 290,000 298,400

③助  産  所 2,700 21800 21800 2,800 2,900

護

ン

看

シ
問

一一丁

訪

ス
④ 36,300 37,90C 39,500 40,900 421300

⑤介護保険関係 182,400 184,600 187,500 192,100 196,80C

⑥撃室響賞賛きを藤〒)

22,800 23,700 24,400 25,100 25,80C

等
所

師
成養

護
校

看
学

⑦ 18,900 19,000 19,000 19,100 19,100

③ 保健所・市町村 42,400 42,600 42,900 43,100 431300

⑨ 事業所、研究機関等 16,000 16.200 16,400 16,600 16,800

供 給 見 通 し 1,4821600 1,517,700 1,555,700 1,596,500 1,640,30C

年当初就業者数 1,451,00C 1:482,600 1,517,700 1,555,700 11596,50C

新 卒 就 業者 数 51,100 52.200 53,000 54,100 54,60C

再 就 業 者 数 140,000 143,700 148,000 1511900 156,80Cl

退 職 等 に よ る
減  少  数

1591300 160,900 163,000 165,200 167,600

需要見通 じと供給見通 しの差 58,900 52,500 42,400 27,400 9=700

(供給見通 し/需要見通 し) 96.2% 96.7% 97.3% 98.3% 99.4%

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。



長期的看護職員需給見通しの推計及び第七次需給見通し(暫定版)に ついて

(実人員)

「

供船数 ■‐

長期
"叶

2025年

(準虚37年 )

1:フ ||千人

第 七 次 需 要 見 通 し

2oll-2015年

(平鳳23年 ～27年 )

1,541～ 1,649千 人
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資料4

看護職員確保に関する情報
―「第七次看護職員需給見通し」策定のための

実態調査 (都道府県調査)結果 (暫定版)一

結果概要
″ 調査対象 :病院、診療所、介護老人保健施設、訪問看護ステーション、助産所、

保健所、市町村、看護師等学校養成所
″ 調査票発送数 :53,834施設
″ 有効回答数 :36.451施設
> 有効回答率 :677%
レ 回答者ごとの調査票発送数、有効回答数は以下のとおり、0内 は有効回答数

・病院:8,743(7,357)
。診療所:19,651(11,250)
・介護老人保健施設:13,383(9,193)
・訪間看護ステーション、助産所:8,264(5,282)
・保健所、市町村12.638(2.254)
・看護師等学校養成所:1,155(1`115)

注)調査票の記入者は、看護担当責任者 (看護部長等)と し、各施設 (所 )長の了解を得て提出となっている

常勤退職者の主な退職理由
(_1位 3つよでの10散 卜J露 、鶴

`ィ

1:イ1)
0           1,000         2,000         3′ 000         4′ 000         5,ooo         6.000         7,000

出産・青児

絡ク會
,紙

本人の僣康問題 置魏颯鮨翻
甲綴爾咆爾檸鱚麗鰻颯屁螂凸炒躊辣愧靡鶉鰈鰈颯郵銀轟轟:麒鰺

家lllの llP康・介II問 題

輔時間が郎ヽ
翻ょ計吻颯|  |

給与に不満

夜動の負lJが大きい 濯覇轍鍮驚爾圏罐鐵翻

責イIの 醸さ。医嫌事故への不安

キヤリアアッフの機会がない 燿懸鰯圏鐵蟷鰺爾

その他 賤辣玲貶魃漑顆颯骰巡翁蝙蠅鑽鐵隋颯鰺贔醸鐵驚は翻蜀辣饉遷鵞鑑 1弩

※その他  ″他施設への転lil

″定年退1哉

′家庭の事情

′業務内容についていけない

転居

進学 椰

他分野 (構 護以外 )への興味

人間関係



基礎教育終了時点と現場とのギャップ

現代の若者の精神的な未熟さや弱さ

看餞職員に従来より高い能力が求められるようになってきている

個々の看護職員を「認める」「ほめる」ことが少ない風土

現場の看護職員が新卒新人に教える時蘭がなくなってきている

交代制など不規則な勤務形態(夜動など)による労働負担が大きい

新卒職員を計回的に育成する体制が整つていない

新卒職員が看護の仕事の魅力を感じにくい状況にある

医療事故を起こす不安が強く壺縮している

看雛業務が整理されていないため、新卒職員が混舌tする

若者が置かれた社会的状況が経済的自立の必要性を弱めている

統内保育の充案

子繭て期間中等の夜勤負,E軽減

有給休暇の取得促進

超過勤務削減のための取り組み

寮や住宅手当など住環境の発案

人事考課の導入

希望を生かした人員配置

多様な勤務形lLtの導入

研修体制の確立、外部研修への援助等によるキヤリアアップの支援

専Pl性が発揮できるような讐護業務の整理

構雛職民の経営への参力0

職員の声を聞く仕組みなどマネジメントに参爾する機会の提供

織務満足度を定期的に確認、ふ平価している

人を青て個人を大切にする風土づくり

上司以外の相談窓日の設置

医療事故防止のための病院全体の取り組み強化

その他

※その他

その他

不明

※その他  ″結婚

ル出産

″人間関係

レ他分野への興味

看護職員の定着促進を促すために効果をあげている取組

新卒職員に特有の主な退職理由

0        500      1′ 000      1′ 500

0        2,000      4,000      6′ 000

III‐ 1  1

(上位 3つまでの複数回答、単位 :件 )

2,000     2,500     3.000     3,500

(1位 3つまでの17数 Flll答、
8,000      10,000

~11~

l14位 :件 )

12,lD0

′各種休暇の充実

′適正な人員画己置、看議助手の配置を増加

>給与等の待遇

レ看護部長等による面談・相談

2



看護職員の再就職に効果をあげている取組
(上位 3つまでの複数回喬、単位 :件 )

0     2,000   4′ 000   6′ 000   8,000   1o,ooo  12,000  14′ 000  16,000  18,000  20,000

再就職のための研修・教育プログラムの充実

再就職の覆護職員の周囲のサポートがてきている

相談できる窓口がある

ナースバンクに求人をだしている

Elt案 安定所(ハ ローワーク)に 求人をだしている

求人広告をしている

集囲説明会を開催している

退職者を勧誘している

いつても見学、相談ができるようにしている

その他

※その他

|

J   I   I

専門看護師・認定看護師の今後の配置計栖
論

29%
(()(,2(1)

97

(3r).(①専門看護師

″職員、知人、地域の方々等からの紹介
′ホームページ

″人材紹介会社への求人

″Elコミ

千成21年 6月 1日 現在のうd置 状況

19。 。%|
く′7.8()イ 11)

今後 (平 成27年 議で)の 1博 員予定

平成21年 6月 1日 現在の配置状況

1851%‐

(26′ 41,1`11)

今後 (11成 27年 まで)の i鶯 員予定

配置あり 配鐵なし

上llの数値は、回答かあった施lt全体を100%と した
'場

合の1り 合
下llの ()内の散lFlは実散

②認定看護師
筋
瑚

３

ハ

ー

　

　

０
‐

鰯押
鷲証
≫
ぶ
］
“



自由記載に記入された意見の例

○保育に関すること

・院内保育への補助、学童保育所の設置

・夜間 (24時間)や病児保育所の設置

○勤務形態に関すること

・短時間正規雇用や長期休暇制度の整備

・子供の体調不良時等の一時的な代替要員の確保

日経験豊かな看護を得るため、定年退職者に再就職を進めてほしい

○就業環境に関すること

・専門職に見合つた給与、超過勤務軽減に向けた人員基準の見直 し

・夜勤の負荷のため勤務継続意思がなくなる人がいる。

○研修に関すること

・長期間を要する研修への派遣体制の整備。

C潜在看護師の掘 り起こし研修の実施

口新人看護職員研修、訪問看護等領域別の研修の充実

○啓蒙活動・養成強化に関すること

口看護学校の新設

・中高生に対 して、看護職を選ぶような働きかけが必要

○職業紹介に関すること

いナースバンクを今後も充実 してほしい。

・ナースバンク等公的な求人紹介では求人確保ができず、有料紹介の利用が増えている

・体暇中の人に、インターネッ トや新聞などで、各施設の特徴や長所、職場定着の取組

など宣伝できればよい

○看護職員の偏在に関すること

・看護職員の偏在があり、中小規模病院、過疎地等では看護職員確保が困難である

○業務内容に関すること

ロアセスメン トや記録が多すぎてベッ ドサイ ドケアが十分にできない

・訪問看護は責任が重 く、拘束時間も長いため、精神面のス トレスも多い

○診療報酬 “介護報酬の改正 口充実に関すること




